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ーわが女ら歴史探訪、足もとの文化遺産への播い

iエージアム都留からのお知らせ

勝山城跡学術調査事業シンポジウム
『勝山城と歴史文化を活かしたまぢづくり』

日　時10月14日（日）午後1時一4時

※シンポジウムは、いきいきフェスティバル式典終了後になります。

場　所　文化会館4階大ホール

その他　入場無料・申し込み不要
コーディネーター　萩原三雄（帝京大学山梨文化財研究所所長）

「調査経過について」

パネリスト　　　　秋山　敬（山梨郷土研究会常任理事）「中津森館から谷村館」

〃　　　　　　笹本正治（信州大学教授）「小山田氏と谷村」

〟　　　　　　柳本安男（都留市文化財審議会会長）「秋元氏と勝山城」

〟　　　　　　伊藤裕久（東京理科大学教授）「谷村の都市的変遷」

間合先　学びのまちづくり課　文化振興担当　℡（45）8008

勝山輔のなぞ陰逸る！
勝山城の発掘調査で新たに堀の存在が明らかになりました。この堀は北側

のお茶壷蔵として伝わっている郭の下を取り巻く平場から発見されました。

恐らく、この堀は北側からの敵の侵入を防ぐために築いたものと考えられま

す。まだ発掘の最中ですが、深さはゆうに人一人が隠れてしまうくらいです。

なお、10月14日（日）のシンポジウムでは勝山城跡・中津森館跡や谷村城下

の調査・研究成果を発表します。お楽しみに！

「都前的山田虞と風糠沢胸底」田儀pII10月28日（目）まで

属県郷土資料館『秋の資料館まつり』

シンポジウム関連イベント

ふるさと発見ウオーキング

勝山城跡学術調査事業シン

ジウムに関連して谷村地域協働

のまちづくり推進会で「ふるさと

発見ウオーキング」を開催します。

勝山城の実際の発掘現場を見

学し、専門家の説明を聞きな

ら、これまでの調査で判明した

当時の古道を歩きます。

シンポジウムの前に自分の目

で、足で、勝山城を体験しよう！

目　時10月14日（日）

午前8時10分

ミュージアム都留集合

正午　文化会館到着予定

参加費100円（保険代ほか）

その他　申し込み不要です。

弁当を持参してください。

※温かい味噌汁のサー

スがあります。

尾県郷土資料館は、明治時代に建てられた藤村式建築の小学校を復元して郷土資料館と

して開館しました。秋の資料館まつりは、毎年地元の協力会の協力を受けて開催しています。

目　時10月27日（土）午前9時30分一午後3時

内　容　能の絵本「隅田川」や落語絵本「たがや」などの物語をさまざまな楽器による音楽に

のせて朗読します。その他、尾県郷土資料館協力会の方々による、工作教室や手打ちうど

んの試食会も行います。

間合先　学びのまちづくり課　文化振興担当　℡（45）8008

轄田誠美術館

美術館収蔵作品展

目　時11月4日（日）まで　午前9時一午後4時30分

場　所　増田誠美術館（ふるさと会館2階）

内　容　美術館で収蔵している増田画伯ゆかりの作家、

同義実や渡会純槍の作品を展示しています。

休館日　月曜日、第3火曜日、祝日の翌日（10月9日）

休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌日が休館）、 

第3火曜日、祝日の翌日 

観覧料　一般　　　　300円（210円） 

高・大学生　200円（140円） 

小・中学生100円（70円） 

※（）内は20名以上の団体料金 

※チケットは増田誠美術館と共通券となっています。 

聞合先　ミュージアム都留　℡（45）8008 

21　H19．10．1

『増田誠大賞展』入賞作品展

目　時10月14日（日）一10月28日（日）

午前9時～午後4時30分

※最終日は正午までとなります。

場　所　○特別賞受賞作品

ふるさと会館2階

○入選作品

ふるさと会館1階

（展示ホール）

休館日15日（月）、16日（火）、

22日（月）

観覧料　無　料

※増田誠美術館は観覧料が必要になります。

間合先　ミュージアム都留　℡（45）8008


